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Letter #7 「右手で研究、左手で運用」

U

今月号の「Pickup NEWS」（57ページ）でも取り上げられてい

るが、7月4日にNASAが行った「ディープ・インパクト」という実

験のHDTV画像の中継にWIDEプロジェクトは協力している。

具体的には、テンペル第一彗星の核にディープ・インパクト探査

機が衝突した時の模様を、ハワイにある国立天文台のすばる望

遠鏡に設置された高感度ハイビジョンカメラで観測し、その画像

をリアルタイムで東京に伝送するという実験であった。WIDEプ

ロジェクトとしては、非圧縮のHDTV画像をリアルタイムで伝送

するということで、10Gbpsクラスの広帯域ネットワークの運用実

験ということになる。

振り返ってみると、今年だけでも1月の非圧縮HDTVによる

遠隔講演、2月のSOIアジアシンポジウムでの衛星インターネッ

トを用いたマルチキャスト多地点遠隔シンポジウム、6月の愛・

地球博会場とInterop Tokyo 2005の会場（幕張）を結んだ非圧

縮HDTV生中継、そして7月のディープ・インパクトと4つものイ

ベントをこなしてきたことになる。

こういうことをやっていると「大変ですね。ところで、研究は進

んでいるのですか？」といった質問をされることがある。たしか

に大変であるが、こうしたイベントを「研究」とは関係ないことだ

と考えている方があることは残念でしかたがない。「動いている

ことを示すこと」そして「それが役に立つことを示すこと」は、イ

ンターネット研究にとって重要な成果だと考えている。だからこ

そ、たくさんのデモや実証実験を行ってきたのだ。そもそも、イ

ンターネットの運用そのものが、研究や実験と密接に関係がある

と思っている。本当に使われているインターネットがあるから、

それをより良くするための研究があり実験があるのだ。

WIDEプロジェクトでは、プロジェクト当初より「WIDEイン

ターネット」を運用してきているが、それはこうした信念に基づ

くものである。

●

やってみせるということは、いろいろな意味で説得力を持つも

のである。例えば、「インターネットは混雑するとデータが欠落す

るので電話やビデオ画像の中継には役に立たない」という話を

耳にすることがあるが、本当に確かめた結果なのだろうか？

やる前から“ダメ”と決めつけるのはおかしな話で、やってみて

「本当にだめなのか？」を確認することからスタートし、だめだっ

た場合は「何が問題」で「その問題は解決できないものなのか」

とよく考えなければならないと思う。こうした考察の中から、多

数の「研究テーマ」が導き出されることになる。つまり、デモや

実証実験は「研究テーマ」の宝庫なのだ。

つまりは、研究テーマを見つけ、研究を進め、それを実際に

動かしてみて、またその中から研究テーマを見つけるということ

の繰り返しなのである。そして、研究成果を公開する「デモンス

トレーション」から始まり、一定期間運用する「実証実験」、さら

に継続的に動かし続ける「運用」と研究成果を磨き上げていくこ

とが大切なのだと思う。

我々にとって「研究」と「運用」は表裏一体のものであり、今後

も両方を大切にして活動を進めていきたいと考えている。
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インターネットの研究を進めていると、実際に動かして試してみるということが必要になってくる。デモとか実証実験だ

けでなく、実は日々利用されるインターネットの運用そのものも「実験」といってもいいかもしれない。今回はそのあ

たりの話をしていきたいと思う。
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